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町のシンボルが決定しました！ほか ……… ⑥～⑦
地域貢献促進事業・補助金の申請を募集しますほか… ⑧～⑨
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環境対応型インキを使用しています

今月の主な内容

5
人の動き

人口 15,778人 （-109）

男 7,464人 （-48）

女 8,314人 （-61）

世帯数 6,502世帯 （-17）

４月１日現在　( ）内は前月比

（平成23年）（平成23年）
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広報

委
員
等
の
報
酬
に
つ
い
て
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
。

●
南
伊
勢
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
並

び
に
民
間
事
業
の
従
事
者
の
給
与
の
状
況

等
を
踏
ま
え
、
そ
の
適
正
化
に
努
め
る
た

め
、
ご
み
処
理
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
廃
止
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
。

●
南
伊
勢
町
愛
洲
の
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
全
体
の
社
会
教
育
活
動
の
均
衡
を
図

る
た
め
、
各
施
設
使
用
料
を
調
整
す
る
た

め
。

●
南
伊
勢
町
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設
使
用
料
の
整
合
性
・
公

平
性
を
図
る
た
め
。

●
南
伊
勢
町
学
校
施
設
の
開
放
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

旧
南
島
中
学
校
屋
外
運
動
場
夜
間
照
明

施
設
の
移
転
及
び
社
会
体
育
施
設
使
用
料

と
の
整
合
性
・
公
平
性
を
図
る
た
め
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
７
件
）

南
伊
勢
町
防
災
セ
ン
タ
ー
／
南
伊
勢
町

公
民
館
／
南
伊
勢
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
／
南
伊
勢
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
南
伊
勢
町
集
会
施
設
／
南
伊
勢

町
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
関
連
施

設
／
南
伊
勢
町
奈
屋
浦
漁
村
広
場

●
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

南
張
木
谷
線
　
木
谷
字
杉
ノ
浦
〜
木
谷

字
河
内

●
平
成
22
年
度
補
正
予
算
（
12
件
）

●
平
成
23
年
度
当
初
予
算
（
10
件
）

※
平
成
23
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

広
報
み
な
み
い
せ
４
月
号
で
掲
載
し
ま

し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
３

件
）

南
島
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
建
築
工

事
／
普
通
河
川
斎
田
川
左
右
岸
河
川
災
害

復
旧
工
事
／
礫
浦
漁
港
（
相
賀
浦
地
区
）

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
排
水
処
理
施
設

（
土
木
・
建
築
）
工
事

●
南
伊
勢
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

組
織
の
変
更
の
た
め
。

●
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

西
本
　
民
男
　
（
五
ヶ
所
浦
）

●
南
伊
勢
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

暴
力
団
に
よ
る
町
民
生
活
、
社
会
経
済

活
動
に
対
す
る
不
当
な
影
響
を
排
除
し
、

安
全
で
平
穏
な
町
民
生
活
を
確
保
し
、
社

会
経
済
活
動
を
健
全
に
発
展
さ
せ
る
た
め
。

●
南
伊
勢
町
立
学
校
統
廃
合
委
員
会
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
審
議
す

る
た
め
。

●
南
伊
勢
町
老
人
保
健
特
別
会
計
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

老
人
保
健
特
別
会
計
設
置
期
間
完
了
の

た
め
。

●
南
伊
勢
町
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
育
児
休
業
に

関
す
る
規
定
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
。

●
南
伊
勢
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

■
可
決
さ
れ
た
議
案
■

■
同
　
　
　
　
　
意
■

３
月
４
日
か
ら
３
月
28
日
の
日
程
で
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
上
程
さ
れ

た
条
例
案
や
予
算
案
な
ど
が
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

南
伊
勢
町
議
会

第
１
回
　
定
例
会
開
催

南
伊
勢
町
議
会

第
１
回
　
定
例
会
開
催

役場の機構が一部変わりました役場の機構が一部変わりました役場の機構が一部変わりました

4月より「産業振興課」が「観光商工課」と「水産農林課」になりました。

・観光商工課　南勢庁舎１階　10599-66-1501

・水産農林課　南島庁舎１階　10596-77-0007
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平成23年5月

国民健康保険

国民健康保険に加入している人を対象に、保健事業の一環として｢人間ドック｣を実施いたします。受診を

希望される方は、次のとおりお申込みください。

募 集 定 員 １日コース男女各90名（１8０名）

市立伊勢総合病院　男女各75名（１5０名）

町立南伊勢病院　　男女各15名（ 3０名）

対　象　者 南伊勢町国民健康保険に1年以上加入され、

国民健康保険税の滞納がない昭和12年４月２日～昭和46年４月１日生まれの方

健 診 時 期 平成23年８月～平成24年２月（予定）

健 診 場 所 市立伊勢総合病院　健診センター／町立南伊勢病院

申込み方法 住民課・総合窓口（南島庁舎）・各出張所にある申請書（印、保険証持参）に必要事項を記

入しお申込みください。（郵送可）５月20日（金）消印分まで有効です。

申込み期限 ５月６日（金）～５月20日（金）当日消印有効

※電話でのお申込みはできません。

※定員を超えた場合は抽選です。（昨年抽選にもれた人を優先します。）

※この人間ドックを受診する方は平成23年度の特定健康診査は受けられません。

申　込　み 〒516-0194 南伊勢町五ヶ所浦3057 南伊勢町役場住民課（国民健康保険係）

健 診 費 用 市立伊勢総合病院　健診センター

（女性の方は骨密度検査、マンモグラフィー、子宮がん検診がセットです。）

町立南伊勢病院

（上部消化器管X線（透視）が胃カメラ（内視鏡）に変更となります。

骨密度検査、マンモグラフィー、子宮がん検診、眼底・眼圧検査は実施しません。）

問い合わせ先 住民課（国保係） 10599-66-1116 総合窓口（南島庁舎）10596-77-0001

人間ドック（1日コース）の受診者を募集します

国民健康保険

総費用額 町助成額 本人負担額

男　性 36,750円 25,750円 11,000円

女　性 49,665円 35,665円 14,000円

総費用額 町助成額 本人負担額

男女共 36,750円 25,750円 11,000円

平成23年４月１日から国民健康保

険税が一部右記のとおり改正されま

したのでお知らせします。

問い合わせ先

住民課（国保係）10599-66-1116

賦課限度額改正のお知らせ

賦課限度額

医療分

後期高齢者支援金分

介護保険分

現行

50

13

10

改正後

51

14

12

（単位：万円）

平成23年
4月1日から
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水
産
農
林
課

田
中
　
啓
介

町
民
の
方
々
の
た
め
に
、
精
一

杯
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。水

産
農
林
課

南
勢
種
苗
セ
ン
タ
ー

森
　
優
子

４
月
か
ら
南
勢
の
種
苗
セ
ン
タ

ー
に
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
経
営
課

山
川
　
茉
希

南
伊
勢
町
の
為
に
、
地
元
愛
で

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

五
ヶ
所
園
　
保
育
士

小
山
　
紗
希

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
町
で

仕
事
が
で
き
て
、
本
当
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
笑
顔
を
た
や
さ
ず
頑

張
り
ま
す
。

病
院
　
看
護
師

三
嶋
　
ひ
づ
る

初
心
に
か
え
り
、
一
生
懸
命
業

務
に
従
事
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

宿
田
曽
診
療
所
　
看
護
師

中
西
　
ユ
カ

患
者
さ
ま
が
安
心
し
て
診
療
を

受
け
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

病
院
　
介
護
員

大
東
　
貴
之

患
者
さ
ま
へ
安
心
と
安
全
の
ケ

ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

病
院
　
介
護
員

中
村
　
真
元
記

笑
顔
を
た
や
さ
な
い
介
護
士
を

目
指
し
、
頑
張
り
ま
す
。

４
月
１
日
付
で
職
員
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（

）
内
は
前
職
。

職
員
人
事
異
動

課
長
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
括
兼
住
民
課
長

岸
　
剛
生
（
教
育
課
長
）

観
光
商
工
課
長

西
　
和
久
（
住
民
課
長
）

水
産
農
林
課
長

世
古
　
千
里
（
産
業
振
興
課
長
）

教
育
課
長

浦
和
　
真
次
郎

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

早
川
　
雅
史

（
行
政
経
営
課
係
長
）

退
　
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
事西

本
　
民
男

総
務
課
総
合
窓
口
係
長

仲
　
安
宣

福
祉
課
係
長
　

片
岡
　
縁

環
境
課
係
長

山
本
　
和
哉

教
育
課
係
長

大
野
　
省
宏

な
か
よ
し
保
育
園
　
園
長

田
中
　
恵
子

宿
田
曽
園
　
園
長

藤
原
　
茂
美

五
ヶ
所
園
　
園
長

浦
和
　
庸
子

神
原
園
　
園
長

大
竹
　
さ
か
え

宿
田
曽
園
　
主
任
保
育
士

山
出
　
智
恵
美

船
越
園
　
主
任
保
育
士

城
者
　
美
保
子

病
院
　
看
護
師
長

岡
田
　
美
哉
子

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
任

島
田
　
興
一

五
ヶ
所
小
　
調
理
員

木
下
　
幸
子

南
島
中
　
用
務
員

山
本
　
真
知
子

新
規
採
用

職
員
を

紹
介
し
ま
す

氏
　
　
名
　
西に

し

本も
と

民た
み

男お

生
年
月
日
　
昭
和
25
年
11
月
６
日

任
　
　
期
　
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間

副
町
長
に

西
本

民
男

氏
が
　

就
任
し
ま
し
た
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東日本大震災の被災地へ

義援金のご協力ありがとうございました

東日本大震災の被災者救援のため義援金をお願いしたところ、皆様のご理解により、

多大なご支援を賜りました。

３月25日には、町長が直接5,117,923円を日本赤十字社三重県支部（津市）へ届け、

その後４月８日までに5,790,367円を送金いたしました。

これまでにお預かりした総額は送金後お預かりした義援金1,039,800円も含め、４

月13日集計時点で11,948,090円になりました。

なお、引き続きご協力のほどお願いいたします。

・いきいき友々の会　・伊勢地区民　・稲葉建設（株） ・井上州正　・（株）上村組

・相賀浦俳句の会「汀」 ・相賀浦えび網料理小屋　・相賀浦区　・大江区　・大方竈区

・押渕区　・神前浦区民　・木谷区　・法泉寺（神津佐） ・（有）さくら苑（親睦会）

・（有）さくら苑　・地蔵院（神前浦） ・島田逸男　・下津浦区　・宿浦区民　・宿田曽小学校　

・主婦の店アルファ南勢店　・主婦の店アルファ南島店　・西武　・大日本土木（株）

・田曽浦区　・田曽浦区民　・田曽浦婦人会　・田曽浦老人クラブ　・（株）谷口建設

・内瀬厄年一同　・（株）中島組　・中津浜浦区　・（株）南健工業　・南勢小橋電機（株） ・贄浦区

・贄浦区民　・贄浦婦人部　・贄浦老人クラブ　・飯満区　・三重県建設業協会伊勢支部

・道方区　・道行竈区　・みなみいせスポーツネット設立記念イベント ・南伊勢町議会

・村田三男、こと　・山本義夫、たみ　・（株）四方谷土木　　　　　　　　　（五十音順・敬称略）

町を通してご支援頂いた方々

直接町に届けていただいた方、匿名で義援

金箱に入れていただいた方、各地区や団体、

学校などで義援金を集めていただいた方、

多くの方々のお気持ちに感謝し厚くお礼を

申し上げます
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町民一人ひとりが南伊勢町に誇りと郷土愛をもち、まちの一体感の醸成を図れ

るよう、また、産業振興・観光ＰＲのシンボルとして、南伊勢町のイメージを端

的に町内外に発信できるよう、昨年、町のシンボルを募集させていただきました。

町内外から延べ438作品のご応募をいただき、地元産業従事者・各種団体・有識

者等のご意見を踏まえ、下記のとおり決定いたしました。

町の花・・・「桜」

桜は、自然豊かな当町の山々に数多く自生（山桜）し、国道260号沿線の桜並木

をはじめ、町内随所に名所があります。また、町民の皆さまに最も身近で親しま

れ、その保護活動等をとおして特別な思いが既に町民の皆さまに根ざしておりま

す。

町の木・・・「みかんの木」

みかんの木は、古くは江戸時代から紀州藩より当町に伝わり栽培されたもので

す。

当町の伝統的な産業であり、その品質の高さは、市場での評価も高く、わがま

ちが誇る特産品です。

町の魚・・・「鯛」

鯛は、全国7位（平成20年漁業・養殖業生産統計）の生産量を誇り、また、その

ブランド化や二次産品の研究にも余念がなく、当町養殖漁業を代表する魚種です。

町のキャッチコピー・・・「おいしいまち南伊勢町」

当町の豊かな自然が育んだ恵みは、南伊勢町の自慢として町外に最もアピール

したいところを「おいしい」という一言でストレートに表現しています。

町のキャラクター・・・愛称「応募予定」 原画採用

当町の特産品である「みかん」と「鯛」を可愛らしく融合

されており、発信性やインパクトに富んだ作品です。

この原画を基にキャラクターを具現化し、後日発表させて

いただきます。

問い合わせ先 総務課（行政係）10599-66-1111

町のシンボルが決定しました！
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毎週月曜日　17：15～19：00

５月（２日、９日、16日、23日、30日）

※窓口に来られた方の本人確認のため、ご本人であることを確認できる書類（運転免許

証、健康保険証など）の提示をお願いしていますので、お忘れなくお持ちください。

新たな総合計画の策定にあたり、「協働によるまちづくりワークショップ」委員を
募集します。
将来のまちづくり計画について、日ごろ感じていることなどを町民の立場で自由に

話し合い提言としてまとめていただきます。

【検討テーマ】
●地震・津波対策　　　　　　●産業（水産・農業）振興
●町営バスのあり方等　　　　●医療・介護・保健対策
●若者定住対策　　　　　　　●家庭・地域教育のあり方（小・中・高）

【期間】
平成23年５月～７月（４～５回程度開催予定）
報酬、旅費等はありません。

【対象】
・18歳以上の町内在住者
・各テーマ　３名～５名程度
※原則複数の委員となることはできません。

【応募方法】
E-mail、FAX、手紙にて『私が考える南伊勢町の将来ビジョン（未来像）』につい
て、A4用紙１枚程度に記入のうえ、所定の応募申込用紙により下記まで応募して
ください。
※応募申込用紙は、町のホームページ、役場行政経営課（南勢庁舎）および総合窓口（南島

庁舎）で入手していただけます。

【応募締切】
５月16日（月）まで

【応募・問い合わせ先】
行政経営課（南勢庁舎内）

10599-66-1366 FAX：0599-66-1846
E-mail gyousei@town.minamiise.mie.jp

課名 業務

南勢庁舎　住民課

南勢庁舎　税務課 ◇ 証明書等の交付に関する業務

南島庁舎　総合窓口

一部窓口業務の時間延長を実施しています

「協働によるまちづくりワークショップ」委員の募集
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事業内容 …………………………………………………………………………………………………

みんなで力を合わせて地域をより良くしていくこと、その実現に向けた活動のモデル事

業となる地域活動に対し、事業1件あたり補助対象経費の1/2以内で10万円を上限とした補

助金を交付します。

※補助率については予算の範囲内で1/2を上限とし、1/2を保証するものではありません。

※補助対象経費と認められない費目が含まれている場合、その費目のみ補助金の対象外と

なります。

募集する事業 ……………………………………………………………………………………………

町内で団体が取組む地域貢献活動（身近な地域の活性化、地域の課題の解決に資するも

の）としますが、営利目的、特定の団体等の利益に偏った事業、政治・宗教活動事業など

は除きます。テーマは次のとおりとします。

・地域住民間の交流を活発にすることによる地域の活性化に寄与するもの。

・地域団体におけるコミュニティの育成に関するもの。

・集客交流による地域の活性化に寄与するもの。

※事業の実施期間は平成23年4月1日から翌24年3月31日までとなります。

補助金の対象となる経費 ………………………………………………………………………………

補助対象となる地域活動を行うために要する経費。飲食費や団体の維持運営のための経

常経費は除きます。

申請の対象となる団体 …………………………………………………………………………………

町内で地域貢献活動に取組む地域の団体（NPO、任意のサークル等も含みます）ですが、

営利目的の団体、宗教目的の団体、政治団体などを除きます。

申請用紙等の入手 ………………………………………………………………………………………

役場行政経営課で配付しています。南伊勢町のホームページからもダウンロードできま

す。http://www.town.minamiise.mie.jp からお入りください。

申請の募集期間 …………………………………………………………………………………………

平成23年5月31日（火）（当日消印有効）

審査・採択 ………………………………………………………………………………………………

申請いただきました案件は、南伊勢町地域貢献促進事業費補助金審査要領に記載した採

択基準に基づき、採択、不採択を選考いたしますので、申請すれば必ず補助金がつくもの

ではありません。

その他 ……………………………………………………………………………………………………

詳細については、南伊勢町地域貢献促進事業費補助金交付要領に定めており、町ホーム

ページでご覧いただけます。

申請・問い合わせ先………行政経営課　10599-66-1366

南勢テクテク会

五ヶ所浦活性化団体G-soul

五ヶ所湾クラブ

五ヶ所湾海底調査会

南伊勢町自然と歴史と人にふれあう道づくり

「ふるさとに小さな明かりを灯す事業」

五ヶ所湾を豊かにし、天然あさりが棲める環境つくり、

及び耕作放棄地を無くそう。

スノーケル教室と海中結婚式及び海底掃除

平成２２年度　採択事業一覧 (申請順)

団体名 補助事業の名称

地域活動に取り組む団体の方に

「新しい時代の公」地域貢献促進事業・補助金の申請を募集します！
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●●「人権擁護委員の日」特設相談●●

と　き　6月1日（水）13時から16時まで

ところ　町民文化会館／役場　南島庁舎

人権擁護委員（敬称略）

久
く

保
ぼ

英
ひで

喜
き

（宿浦）

岡
おか

田
だ

譲
ゆずる

（贄浦）

林
はやし

篤
あつ

信
のぶ

（五ヶ所浦）

吉
よし

田
だ

佳知子
か ち こ

（古和浦）

河
かわ

口
ぐち

敬
けい

（相賀浦）

田
た

中
なか

敏
とし

男
お

（東宮）

問い合わせ先　津地方法務局伊勢支局

伊勢人権擁護委員協議会

10596-28-6158

環境課（生活安全係）

10599-66-1154

人権擁護委員は

町長から推薦を受けて法務大臣から委嘱

され、次のような仕事をしています。

人権相談…いじめ、虐待、差別等の悩みご

と、困りごとなどについて何で

も相談に応じます。

啓発活動…人権の大切さを理解していただ

くために、人権教室や人権につ

いての講演などの啓発活動を行

っています。

人権救済…人権を侵害された被害者から救

済の申出があったときは、法務

局と連携して救済の措置を講じ

ます。

◆ひとりで悩まず相談してください。

（相談は無料で秘密は守ります。）

本年度の成人式は下記のとおり予定し

ています。

と　き 平成2４年1月８日（日）

ところ 町民文化会館（五ヶ所浦）

対象者 平成３年4月２日から平成４年

4月１日までに生まれた方

※詳細は、後日「広報みなみいせ」で

お知らせします。

問い合わせ先

教育課（生涯学習係）

10596-77-0002

役所の仕事について、わからないこと、

困りごとをお持ちの方は、お気軽にご相

談ください。

相談は無料で秘密は守られます。

と　き　５月17日（火） 午後1時～３時

ところ　迫間浦コミュニティセンター　　

相談員　柳原　真吾

10599-66-0122

10599-66-1711（夜間）

問い合わせ先　総務課

10599-66-1111

あなたの町の相談パートナー

人権擁護委員を
ご存じですか？

人権擁護委員を
ご存じですか？

成人式のご案内 ご利用ください

「行政相談」
ご利用ください

「行政相談」
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軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
る

に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
者

４
月
１
日
現
在
、
障
害
者
手

帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
方
。

▼
対
象
車
両

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

障
が
い
者
本
人
（
知
的
障
が
い
者
な
ど

の
場
合
は
同
一
生
計
の
方
も
可
）
が
所

有
・
使
用
し
て
い
る
軽
自
動
車
と
な
り

ま
す
。

※
１
人
に
つ
き
１
台
で
す
。
な
お
、
普
通

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
期
間

平
成
23
年
５
月
９
日
（月）
〜

５
月
20
日
（金）

▼
申
請
方
法

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
運

転
者
の
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
減
免

を
受
け
よ
う
と
す
る
軽
自
動
車
の
納
税

通
知
書
を
持
参
し
、
税
務
課
ま
た
は
南

島
庁
舎
総
合
窓
口
、
各
出
張
所
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
（
継
続
の
場
合
は
、

減
免
申
請
書
を
納
税
通
知
書
に
同
封
し

ま
す
）

※
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
が
平
成
23
年

４
月
１
日
ま
で
の
方
は
、
更
新
手
続
き

を
済
ま
せ
て
か
ら
申
請
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税

務
課
軽
自
動
車
係
（
1
６
６-

１
１
１

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 平成22年度情報公開制度および個人情報保護制度の利用状況 ●
平成22年４月１日から平成23年３月31日の間における情報公開制度及び個人情報保護制度の利用状況

をお知らせします。

個　人　情　報　公　開　実　施　状　況 （単位：件）

請　　求
決　　　　定　　　　区　　　　分

取り下げ 不服申立
公　　開 部分公開 非 公 開 存否を明らかにしない 不 存 在

町長部局 2 １ 0 0 0 1 0 0
合　　計 2 1 0 0 0 1 0 0

情　報　公　開　実　施　状　況 （単位：件）

請　　求
決　　　　定　　　　区　　　　分

取り下げ 不服申立
公　　開 部分公開 非 公 開 存否を明らかにしない 不 存 在

町長部局 194 139 83 1 0 1 2 1
議　　会 4 0 4 0 0 0 0 1
教育委員会 28 27 1 0 0 0 0 0
合　　計 226 166 88 1 0 1 2 2

ふれあいセンターなんとう臨時職員募集

募 集 人 員 臨時職員　１名

雇 用 期 間 平成23年６月１日から

平成23年11月30日まで

業 務 内 容 ふれあいセンターなんとう内の

清掃

応 募 資 格 昭和27年１月１日以降に生まれ

た方

勤　務　地 ふれあいセンターなんとう（村山）

勤 務 時 間 午前９時から午後５時15分まで

の間で1日4時間以内

勤 務 日 数 週３日（月曜日から金曜日のうち）

賃　　　金 時給　800円

応 募 書 類 自筆履歴書（市販のものに写真

添付）

面 接 試 験 ５月20日（金） 午後２時

役場南勢庁舎３階第１会議室

提　出　先 教育委員会（南島庁舎）または

総合窓口（南勢庁舎）

応 募 期 限 ５月18日（水） 必着

問い合わせ先 教育委員会　教育課

10596-77-0002

緊急雇用創出事業等に伴う

南伊勢町臨時職員を募集します

募 集 人 員 一般作業員４名

雇 用 期 間 平成23年６月１日から

平成23年11月30日まで

業 務 内 容 町が管理する道路・河川等の草

刈り等の清掃業務

応 募 資 格 草刈機の使用できる方で

普通運転免許を取得している方

（AT限定不可）

勤　務　地 町内全域（出勤は南島庁舎）

勤 務 時 間 午前8時30分から午後5時00分

まで　

勤 務 日 数 月18日程度

賃　　　金 時給　８００円～１１００円

応 募 期 限 5月17日（火） 必着

※申込み手続きなど詳しくはお

問い合わせください。

問い合わせ先 建設課　10596-77-0008
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町では、移住・定住対策として空き家バンク制度の運用を開始します。この制度は町内の使われなく

なった空き家をインターネット上で紹介し、町内で住宅を探している方や都市部から移住を希望される

方へ情報提供するものです。

【手続きの主な流れ】
空き家を売りたい方・貸したい方（空き家所有者）

１．登録申込書、登録カード、誓約書を行政経営課へ提出

２．町が空き家を調査し、空き家バンクに登録

３．町のホームページに掲載し、利用希望者からの応募により交渉を開始

空き家を買いたい方・借りたい方（利用希望者）

１．気に入った空き家があれば、利用希望申込書、誓約書を行政経営課へ提出

２．交渉開始

※町は情報提供するのみで、交渉や契約等のあっせんや仲介は行いません。

所有者には売却や賃貸の交渉について、①個人で直接行うか②仲介業者に依頼するかを選択していただきます。

②仲介業者への依頼を希望される場合は、町から仲介業者を紹介させていただきますが、仲介業者が複数になる場合

は所有者に選択していただきます。また、物件によっては仲介業者が見つからない場合もあります。

なお、仲介業者へ依頼する場合は、法律で定められた仲介手数料が必要となります。

問い合わせ先 行政経営課　10599-66-1366

☆☆空き家の募集☆☆

南伊勢町内の空き家を売りたい・貸したいと考えている方は空き家バンクへの登録をお願いします。町外の方か

ら空き家の紹介を求める問い合わせも増えてきています。この事業をきっかけに使われなくなった空き家の有効利

用を考えてみてはいかがでしょうか。

また、町外へ出ていかれた方につきましても機会がありましたら登録の呼びかけをお願いします。

【イメージ図】

空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります空き家バンク制度が始まります

利用希望者 
（買いたい方・借りたい方） 

空き家所有者 
（売りたい方・貸したい方） 

南伊勢町 

仲介業者 

①契約交渉 

②仲介・契約交渉 ②仲介・契約交渉 

利用申込・情報提供 空き家登録・情報提供 

協定締結・情報提供 

空き家
登録のお願い！
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公共工事発注見通し一覧表 平成23年4月現在 
工　事　等　名　称 工事等場所 種　別 工事等概要 入札の方法 入札の時期 所管課 工事等期間 

特定環境整備事業管路施設
工 事 積 算 業 務 そ の ２  
特定環境整備事業管路施設
単 独 工 事 そ の ２  
特定環境整備事業管路施設
工 事 そ の 2  
礫浦漁港（相賀浦地区）漁業
集落環境整備事業排水処理施
設（機械・電気）積算業務 
礫浦漁港（礫浦地区）漁業集落
環境整備事業真空ステーション
（機械・電気）MP積算業務 

宿浦下水道台帳作成業務委託
 

 
中島地区簡易水道改良整備
事 業 舗 装 本 復 旧 工 事  
特定環境整備事業管路施設
工 事 積 算 業 務  
特定環境整備事業管路施設
単 独 工 事  
特定環境整備事業管路施設
工 事 そ の １  
礫浦漁港（相賀浦地区）漁業集
落環境整備事業管路施設工事 
 
礫浦漁港（礫浦地区）漁業
集落環境整備事業真空
ｽﾃｰｼｮﾝ（機械・電気）工事 
  
特定環境保全公共下水道事業に
伴う配水管布設替工事その１ 
管路情報管理システム  
作 成 委 託  
中島地区簡易水道改良整備
事業配水管布設替工事  

迫間浦地区水道管移設工事 
  
礫浦漁港（礫浦地区）漁業
集落環境整備事業マンホー
ル ポ ン プ 設 置 工 事  
 
県 単 漁 港 改 良 事 業  
礫浦地区管路施設工事  
  
礫浦漁港（相賀浦地区）漁
業集落環境整備事業排水処
理 施 設 電 気 設 備 工 事  
礫浦漁港（相賀浦地区）漁
業集落環境整備事業排水処
理 施 設 機 械 設 備 工 事  
国道260号木谷地内配水管
布 設 替 設 計 業 務 委 託  

切 原  
 
五 ヶ 所 浦  
 
切 原

 
 
 
相 賀 浦  
 
 
礫 浦  
 

宿 浦  
 
阿 曽 浦  
  
切 原  
 
切 原  
 
切 原  
 
相 賀 浦  
 
 
 
礫 浦  
  
  

切 原  
  
南 島 地 域  
  
阿 曽 浦  
  
迫 間 浦  
  
 
礫 浦  
 
 

礫 浦  
 
  
 
相 賀 浦  
 
 
相 賀 浦  
 

木 谷  
  

2 ヶ 月  
 
4 ヶ 月  
 
9 ヶ 月

 
 
 
3 ヶ 月  
 
 
2 ヶ 月  
 

11ヶ月 
 
3 ヶ 月  
  
2 ヶ 月  
 
9 ヶ 月  
 
9 ヶ 月  
 
5 ヶ 月  
 
 
 
9 ヶ 月  
  
  

8 ヶ 月  
  
6 ヶ 月  
  
8 ヶ 月  
  
3 ヶ 月  
  
 
7 ヶ 月  
 
 

4 ヶ 月  
 
  
 
12ヶ月 
 
 
12ヶ月 
 

3 ヶ 月  
  

積 算  
 
土 木  
 
土 木  
 
 
積 算  
 
 
積 算  
 
調 査  
(台帳作成) 

舗 装  
  
積 算  
 
土 木  
 
土 木  
 
土 木  
 
 
機 械  
・ 

電 気  
  

土 木  
  
調 査  
  
土 木  
  
土 木  
 
 
機 械  
・ 

電 気  
 

土 木  
 
  

電気設備
工 事  
 
機械設備
工 事  
 
設 計  
  

随意契約 
 
指名競争 
 
指名競争 
 
 
随意契約 
 
 
随意契約 
 

随意契約 
 
指名競争
入 札  

随意契約 
 
指名競争 
 
指名競争 
 
指名競争
入 札  
 

指名競争
入 札  
  
  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  

指名競争
入 札  
 
 
指名競争
入 札  
  

指名競争
入 札  
 
指名競争
入 札  
 
指名競争
入 札  

第１四半期 
 
第１四半期 
 
第１四半期 
 
 
第１四半期 
 
 
第１四半期 
 

第１四半期 
 
第１四半期 
  
第２四半期 
 
第２四半期 
 
第２四半期 
 
第２四半期 
 
 
 
第２四半期 
  
  

第２四半期 
  
第２四半期 
  
第２四半期 
  
第２四半期 
 
 
 
第３四半期 
 
 

第３四半期 
  
 
 
第３四半期 
 
 
第３四半期 
 

第３四半期 
  

上下水道課 
 
上下水道課 
 
上下水道課 
 
 
上下水道課 
 
 
上下水道課 
 

上下水道課 
 
上下水道課 
  
上下水道課 
 
上下水道課 
 
上下水道課 
 
上下水道課 
 
 
 
上下水道課 
  
  

上下水道課 
  
上下水道課 
  
上下水道課 
  
上下水道課 
 
 
 
上下水道課 
 
 

上下水道課 
 
 
 
 
上下水道課 
 
 
上下水道課 
 

上下水道課 
  

積算委託　１式 
 

管路施設工 
L=100.0ｍ 
管路施設工 
L＝1200.0ｍ 

 
積算委託　１式 

 
 

積算委託　１式 
 

下水道台帳作成
１式 
舗装工 

Ｌ＝６００ｍ 

積算委託　1式 
 

管路施設工 
L=2110.0ｍ 
管路施設工 
L=3290.0ｍ 
管路施設工 
L=120.86ｍ 
真空ステーション 
(機械設備)１式 
真空ステーション 
(電気設備)１式 
真空弁設置　１式 
配水管施設工 
Ｌ＝1,000ｍ 
管路管理システム
情報調査 1.0式 
配水管施設工 
Ｌ＝3,138ｍ 
水道管移設工事 
Ｌ＝１００ｍ 

マンホールポンプ 
６基 
 

管路施設工 
L=66.45ｍ 
フェンス工 
L=50.90ｍ 

 
電気設備　１式 

 
 

機械設備　１式 
 

水道管布設替設計 
１.０式 
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平成23年5月

※公表する内容は、公表する時点の予定であり、公表した後に変更または追加される場合があります。 

　また、今後の変更等は町のホームページで随時公表します。http://www.town.minamiise.mie.jp 

　なお、公表する工事は予定価格が250万円以上のものです。 

工　事　等　名　称 工事等場所 種　別 工事等概要 入札の方法 入札の時期 所管課 工事等期間 

特定環境保全公共下水道事業に
伴う配水管布設替工事その２ 

伊勢路導水施設修繕工事 
  
国 道 2 6 0 号 木 谷 地 内  
配 水 管 布 設 替 工 事  

公営住宅解体撤去工事  
 
公営住宅調査計画業務委託 
 
町営住宅解体撤去工事  
 
五ヶ所都市公園整備工事 
 
 
田曽浦宿浦線道路改良工事 
  
東宮本町線(東宮3号橋)  
耐 震 補 強 工 事  
公 営 住 宅 等 ス ト ッ ク  
総 合 改 善 事 業  
阿曽浦漁港漁村再生事業 
設 計 ・ 積 算 業 務 委 託  
 
南伊勢町地区（迫間浦） 
漁港海岸津波・高潮危機 
管理対策事業設計・積算 
業 務 委 託  
  
南伊勢町地区（相賀浦） 
漁港海岸津波・高潮危機 
管 理 対 策 事 業 工 事  
迫間浦漁港県単改良用地 
舗 装 工 事  
阿 曽 浦 漁 港 漁 村  
再 生 事 業 工 事  
南伊勢町地区（迫間浦） 
漁港海岸津波・高潮危機 
管 理 対 策 事 業 工 事  
南 島 庁 舎 改 修 事 業  
空 調 整 備 工 事  

南島庁舎改修事業耐震補強
・ 施 設 改 修 工 事  
 
子 育 て 支 援 セ ン タ ー  
改 修 工 事  

焼却炉施設維持補修事業 

切 原  
  

伊 勢 路  
  
木 谷  
  
迫 間 浦  
 
南 伊 勢 町
公 営 住 宅  

田 曽 浦  
 
五 ヶ 所 浦  
 
 
田 曽 浦  
  

東 宮  
 
田 曽 浦  
 
阿 曽 浦  
 
 
 
迫 間 浦  
  
 
 
 
相 賀 浦  
 

迫 間 浦  
 
阿 曽 浦  
 
 
迫 間 浦  
 

神 前 浦  
 
 
神 前 浦  
 

阿 曽 浦  
 
東 宮  

8 ヶ 月  
  

3 ヶ 月  
  
3 ヶ 月  
  
3 ヶ 月  
 
10ヶ月 
 
3 ヶ 月  
 
2 ヶ 月  
 
 
5 ヶ 月  
  

4 ヶ 月  
 
3 ヶ 月  
 
3 ヶ 月  
 
 
 
3 ヶ 月  
  
 
 
 
4 ヶ 月  
 

2 ヶ 月  
 
6 ヶ 月  
 
 
6 ヶ 月  
 

4 ヶ 月  
 
 
4 ヶ 月  
 

4 ヶ 月
 

 

3 ヶ 月  

土 木  
  
土 木  
  
土 木  
  
解体撤去 
 
調査委託
業 務  
解体撤去
工 事  

公園整備 
 
 
道 路 工  
  
耐 震  
補 強 工  

景観改善 
 
設計・積算 
 
 
 
設計・積算 
  
 
 
 
土木工事 
 

舗装工事 
 
土 木  
 
 
土木工事 
 

管 工 事  
 
 
建築工事 
 

建築工事
 

 

維持補修 

指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  
  
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  

随意契約 
 
 
 
随意契約 
  
 
 
指名競争
入 札  
 
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  

指名競争
入 札  
 
指名競争
入 札  

指名競争
入 札  
 
指名競争
入 札  
指名競争
入 札  

第３四半期 
  
第３四半期 
  
第４四半期 
  
第１四半期 
 
第１四半期 
 
第１四半期 
 
第１四半期 
 
 
第２四半期 
  

第２四半期 
 
第２四半期 
 
第１四半期 
 
 
 
第１四半期 
 
 
  
 
第１四半期 
 

第２四半期 
 
第２四半期 
 
 
第２四半期 
 

第１四半期 
 
 
第１四半期 
 

第２四半期 
 
第４四半期 

上下水道課 
 
上下水道課 
  
上下水道課 
  
建 設 課  
 
建 設 課  
 
建 設 課  
 
建 設 課  
 
 
建 設 課  
  

建 設 課  
 
建 設 課  
 
水産農林課 
 
 
 
水産農林課 
  
 
 
 
水産農林課 
 

水産農林課 
 
水産農林課 
 
 
水産農林課 
 

総 務 課  
 
 
総 務 課  
 

福 祉 課  
 
環 境 課  

配水管施設工 
Ｌ＝1,800ｍ 
導水施設工 
１.０式 

配水管施設工 
Ｌ＝１００ｍ 

木造平屋建2棟 
 

公営住宅長寿命
化計画策定業務 
鉄骨2階建等 

2棟 
 下水道接続、
遊具整備 

道路改良工　1式 
擁壁工　Ｌ＝15ｍ 
舗装工　Ａ＝500ｍ2 
耐震補強工1式
橋梁補修工1式 
屋上、外壁等 
防水改修 

用地整備　1式 
 

設計　1式 
水門　1基 
陸閘　9基 
積算　1式 
水門　1基 
陸閘　9基 

 
水門４基 

 
舗装工事 
A＝830㎡ 

用地整備　1式 
 

水門１基 
陸閘９基 

 
空調設備改工事 

 
耐震補強工事・
議場改修工事・
発電機移設工事 
屋上防水 
改修工事 

焼却炉維持補修 
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広報

今
月
号
は
、
福
祉
用
具
の
貸
与
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
福
祉
用
具
貸
与
」
と
は
、
介
護

が
必
要
と
な
る
方
や
介
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
利
用
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

対
象
用
具

①
車
い
す
　
②
車
い
す
付
属
品

③
特
殊
寝
台
　
④
特
殊
寝
台
付
属
品

⑤
床
ず
れ
防
止
用
具
　
⑥
体
位
変
換

器
　
⑦
手
す
り
（
工
事
を
伴
わ
な
い

も
の
）

⑧
ス
ロ
ー
プ
（
工
事
を
伴

わ
な
い
も
の
）

⑨
歩
行
器
　
⑩
歩

行
補
助
つ
え
　
⑪
認
知
症
老
人
徘
徊

感
知
機
器
　
⑫
移
動
用
リ
フ
ト

の
12
種
類
で
す
。

※
要
介
護
度
に
よ
っ
て
は
利
用
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
者
負
担
額
は
、
月
々
の
利
用
限

度
額
の
範
囲
内
で
、
か
か
っ
た
費
用

の
１
割
で
す
。

※
事
業
者
、
用
具
の
種
類
な
ど
に

よ
っ
て
利
用
料
は
異
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
、
用

具
を
貸
与
す
る
事
業
所
と
の
連
絡
調

整
や
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
計
画
）

の
作
成
を
し
て
い
た
だ
い
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
介
護
支
援
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
１
１
４

介
護
保
険
に
つ
い
て
教
え
て
⑥

介
護
保
険
で
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
？

シ
リ
ー
ズ

・
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

住
民
の
み
な
さ
ま
が
ス
ム
ー
ズ
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
移
行
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
開

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
デ
ジ
対
策
で
お
困
り

の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
南
伊
勢
町
で
の
開
設
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

・
無
料
戸
別
訪
問

地
デ
ジ
対
策
に
お
困
り
の
方
に
対
し
て
、
電
話

に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
直
接
ご
自
宅
に
伺
う
「
戸
別

訪
問
」
も
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
地
デ
ジ
で
お
困
り
の
方
へ
お
声
掛
け
の
お
願
い

高
齢
者
の
未
対
応
世
帯
に
対
し
て
、
登
録
さ
れ

た
「
地
デ
ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ご
近
所
・
お
知
り
合
い
の
方
へ
地
デ
ジ
対
応

を
促
す
声
掛
け
運
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
み
な
さ
ま
の
身
近
に
地
デ
ジ
の
こ

と
で
お
困
り
の
方
が
み
え
ま
し
た
ら
、「
デ
ジ
サ
ポ

三
重
」
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

・
地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
を

テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換
な
ど

を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
工
事
や
代
金
請
求
に
は
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
地
デ
ジ
対
応
で
総
務
省
や
テ
レ

ビ
局
、
そ
の
ほ
か
関
係
機
関
が
お
金
を
請
求
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
請
求
を

受
け
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、
お
近
く
の

警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談

総
務
省

三
重
県
テ
レ
ビ
受
信
者
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
三
重
）

1
０
５
９-

２
１
３-

１
０
３
０

行
政
経
営
課
（
広
報
情
報
係
）

1
０
５
９
９-

６
６-

１
３
６
６

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移
行
に
向
け
て
の

ご
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

デ
ジ
サ
ポ
三
重
で
は
地
デ
ジ
完
全
移
行
へ
向
け
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
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第3号被保険者の届出
第２号被保険者（厚生年金保険や共済組合に加入している方）に扶養されている20歳以上60歳

未満の配偶者は、第３号被保険者として国民年金に加入することになります。

加入手続きは、第２号被保険者の勤務先を経由して行うことになります。

なお、国民年金保険料は、第２号被保険者の加入している年金制度が負担しますので、ご自分

で納める必要はありません。

※第３号被保険者に該当したときの届出以外に、第２号被保険者が転職や退職したとき、

住所に変動があったときにも届出が必要です。

こんなとき

・　配偶者である第２号被保険者が会社を退職したとき

・　配偶者である第２号被保険者の扶養から外れたとき

・　配偶者である第２号被保険者と離婚したとき

・　配偶者である第２号被保険者が65歳になったとき

届出先

住所地の市区町村

被保険者種別

第３号→第１号

保育園保育園（所）（所）の園庭を開放しています！の園庭を開放しています！ 保育園保育園（所）（所）の園庭を開放しています！の園庭を開放しています！ 保育園（所）の園庭を開放しています！ 

●注意事項 
園庭内での事故については、責任を負いかねます。
お子さまは責任をもって保護者がみてあげてください。 
駐車場は各園に問い合わせてから利用してください。 
園舎内には入れません。 
遊びに来ていただいた方は、利用者名簿に記入して
ください。 
 
●開放時間　午前10時～午前11時（雨天中止） 

●開放している曜日・問い合わせ先 

　町では、地域の未就園児に安心して遊ばせることができる遊び場や、ふれあいの場として園庭を開放して
います。お子さまや保護者の交流の場としてご利用ください。 
　申込みなどの手続きは必要ありませんので、開放日に気軽にお出かけください。 

さ ざ 波 園  

南 島 保 育 所  

金 曜 日  1 0596 - 7 8 - 0 0 61

 金 曜 日  1 0596 - 7 6 - 0 0 74

なかよし保育園  金 曜 日  1 0596 - 7 2 - 2 2 33

南 海 園  木 曜 日  1 0599 - 6 4 - 2 1 39

穂 原 園  火 曜 日  1 0599 - 6 5 - 3 6 01

船 越 園  木 曜 日  1 0599 - 6 6 - 0 4 82

五 ヶ 所 園  木 曜 日  1 0599 - 6 6 - 0 1 73

神 原 園  火 曜 日  1 0599 - 6 6 - 0 0 80

宿 田 曽 園  木 曜 日  1 0599 - 6 9 - 2 3 11

問い合わせ先

住民課（南勢庁舎）年金係　10599-66-1116

伊勢年金事務所　10596-27-3602／27-3604

・　本人（第３号被保険者）が就職して厚生年金や共済

組合に加入したとき

・　配偶者である第２号被保険者の加入する被用者年金

制度が変わったとき（例えば厚生年金から共済組合）

・　本人の住所が変わったとき

第３号→第２号

第３号→第３号（種別

は変わりませんが届出

は必要です）

勤務先

第２号被保険者の

勤務先

第２号被保険者の

勤務先



(16)

広報

予防接種についてのお知らせ予防接種についてのお知らせ

定期の予防接種について

母子健康手帳で接種状況を確認のうえ、健康状態をよく観察し、体調がよい時に受けましょう。

①どのように受けるの？

保護者向け冊子「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予防接種の必要性、効果、副反応、注意する点などを理解

していただいてから受けて下さい。予診票は必要事項を記入し、母子健康手帳、保険証とともに医療機関に提出してく

ださい。また、事前に医療機関に予約をしてください。

②費用は？

無料です（町が全額負担します）。ただし、法で定められた年齢以外の場合は個人負担となります。なお、BCG接種

については、医学的理由など特別な事情により生後６ヶ月までに接種できなかったお子さんについては、助成制度（生

後６ヶ月以上から12ヶ月未満）があります。詳しくは福祉課またはかかりつけ医までおたずねください。

任意の予防接種について

①「ヒブワクチン」「小児用肺炎球菌ワクチン」について接種後の死亡事例が複数報告されたことから、厚生労働省の方

針で念のため平成23年3月4日から接種を一時的に見合わせていましたが、専門家の会議で評価を行った結果、安全性

上の懸念はないとされたため、4月1日よりヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチンの接種が再開されました。

②子宮頸がん予防ワクチン接種事業（対象者は中学校1年生相当～高校3年生相当の女性）について、平成23年2月1日

より実施しておりますが、平成23年3月に厚生労働省から、子宮頸がん予防ワクチンが不足していると連絡が入りま

した。申し訳ございませんが、接種に関しては医療機関にお問い合わせいただきますようお願いいたします。

③高齢者の肺炎球菌ワクチン接種費用助成（助成は生涯1回のみ、上限2,000円）を実施しております。

南伊勢町では、全ての予防接種を「個別接種」で実施しています。「個別接種」とは保護者が予防接種の必要

性、効果、副反応、注意する点などを理解したうえで、医療機関において接種を受け子どもを病気から守ると

いうことです。

定期の予防接種の対象年齢表　平成23年4月1日現在の状況です 

BCG（結核） 

ポリオ 
（小児まひ） 

ジフテリア・ 
百日せき・ 
破傷風（DPT） 

日本脳炎 

※矢印（　　）は接種例を指しています。必ずしもこの通り受けなくても結構です。 
　　　の部分は標準の接種年齢を、　　は定期予防接種として受けられる年齢を示しています。 

麻しん風しん 
混合（MR） 

種類 

年齢 
19
歳 

18
歳 

17
歳 

16
歳 

15
歳 

14
歳 

13
歳 

12
歳 

11
歳 

10
歳 

９
歳 

８
歳 

７
歳 

６
歳 

５
歳 

４
歳 

３
歳 

２
歳 

１
歳 

９
ヶ
月 

６
ヶ
月 

３
ヶ
月 

41日（6週間）以上の間隔をおいて2回接種を行います。 

20日から56日まで（3～8週間）の間隔をおいて初回接種（3回） 
を行い、初回接種終了後、1年～1年6ヶ月に達するまでの間隔を 
おいて追加接種を行います。 

3期・4期は、平成20年度～平成24年度までの措置です。1期・2期の対象となるお子さんは該当しません。 

2期はDT（ジフテリア・破傷風） 
での接種となります。 

小学校入学前の１年間 
（保育所等の年長児） 

6日から28日まで（1～4週間）の間隔をおいて1期 
初回接種（2回）を行い、1期初回接種終了後から 
おおむね1年おいて1期追加接種を行います。 

※1期の救済措置として、2期（9歳～13歳未満）の対象年齢の 
　方に対して1期の未接種回数を無料で接種していただけます。 
　詳しくは下記までご連絡ください。 

中学1年生に相当する 
年齢の方 

高校3年生に相当する 
年齢の方 

1期初回 追加 2期 

1期 

1期 

（初回）（追加） 

2期 

2期 

1期の救済措置 

3期 4期 

問い合わせ先 福祉課（健康増進係）10599-66-1114
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コヤマプレゼンツ　 
        ロビーコンサート 

　女性4名によるゴージャスなステー

ジです。新緑の風に乗って奏でられる

繊細なハーモニーをお楽しみください 

名作童話紙芝居開催のお知らせ 

ギャラリーみかんよりお知らせ 

　当館長仲西栄助の名作童話の紙芝居も5年

目を迎えました。 

 

5月15日 (日) 午前10時30分より 

「　井上 悟 写真展　」 
  

期間　5/14（土） ～　5/24（火）  
NHK三重百景で放映された写真やカメラ雑
誌の入選作品などの珠玉の写真展です。 

と　き　5月21日(土)13時30分より 
ところ　２階ロビー特設ステージ 

ＮＰＯ法人みなみいせ市民活動ネット（MICAN） 

〒516-0101 　三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3917　10599-67-1011

町民文化会館便り町民文化会館便り 町民文化会館便り町民文化会館便り 町民文化会館便り 

フルートカルテット 

「スイートハート」 

と　き 5月15日(日) 午前9時から

小雨決行　予備日5月22日（日）

集　合 町民文化会館駐車場　　

コース 町民文化会館～愛洲の館～切原白

滝（雨情詩碑）～五ヶ所城址（雨

情詩碑）～役場南勢庁舎（雨情詩

碑）～町民文化会館（雨情詩碑）

（約9ｋm・4時間30分程度）

持ち物 弁当・飲料・雨具など

参加費 無料

後　援 南伊勢町

申し込み 不要

問い合わせ先

ぼちぼち歩こ会　10599-66-0155（東一雄）

ふるさと再発見ウォーキングふるさと再発見ウォーキング

若山は南島地区の東、道方と東宮の境に

位置し、頂上の岩山からは、熊野灘のリア

ス式の海岸が見渡せます。

と　き 5月8日(日) 午前８時30分から

雨天中止　予備日5月14日（土）

集　合 道方　旧県道野見坂隧道南出口　　

持ち物 山歩きの服装・弁当・飲料など

参加費 300円

後　援 南伊勢町

申し込み 5月7日（土）まで（当日参加可）

問い合わせ先

NPO法人南勢テクテク会事務局

10599-65-3057

1090-7044-3802

～切原白滝と４つの野口雨情詩碑を訪ねる～

とうとうと流れ落ちる水量豊かな「切原白滝」
と、数多くの民謡・童謡を発表した野口雨情の詩
碑を訪ねる、ふるさと再発見ウォーキングです。

◆ラジオ、新聞等でご活躍のエッセイスト　川口
祐二さんに道中お話をしていただきます。

ふるさと発見と

健康づくりハイキング

若山登山
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糖尿病教室のお知らせ

町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は 
町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は 

こ
の
た
び
４
月
１
日
よ
り
町
立
南
伊

勢
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
中
川
十
夢
と
申
し
ま
す
。
ま
ず

は
自
己
紹
介
で
す
が
、
２
０
０
６
年
に

自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
こ
の
春
か

ら
医
師
と
し
て
６
年
目
に
入
る
ま
だ
ま

だ
新
米
医
師
で
す
。
卒
業
後
２
年
間
は

伊
勢
に
あ
る
山
田
赤
十
字
病
院
で
初
期

研
修
を
経
て
、
紀
南
病
院
で
２
年
間
、

さ
ら
に
埼
玉
県
に
あ
る
自
治
医
大
さ
い

た
ま
医
療
セ
ン
タ
ー
循
環
器
内
科
で
１

年
間
勤
務
し
こ
の
４
月
か
ら
南
伊
勢
病

院
で
内
科
医
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
の
生
ま

れ
は
伊
勢
市
で
、
幼
少
期
は
伊
賀
上
野

で
育
ち
ま
し
た
。
南
伊
勢
の
町
並
み
は

生
ま
れ
た
伊
勢
の
海
辺
の
景
色
と
よ
く

似
て
お
り
、
ど
こ
と
な
く
懐
か
し
く
感

じ
ま
す
。
今
ま
で
は
比
較
的
大
き
な
病

院
で
の
勤
務
で
、
な
か
な
か
往
診
な
ど

で
地
域
に
出
て
患
者
さ
ん
と
直
に
接
す

る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら

に
勤
務
し
て
い
る
間
に
少
し
で
も
早
く

町
に
溶
け
込
み
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様

の
お
役
に
た
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
１
年
間
は
埼
玉
で
循
環
器
（
心

臓
・
血
管
）
を
専
門
に
勉
強
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も

多
い
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
も
血
圧
の
管

理
や
心
臓
疾
患
を
お
持
ち
の
方
の
治
療

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
妻
と
８
ヶ
月
に
な
る
長
女
も

南
伊
勢
町
は
初
め
て
で
、
慣
れ
な
い
点

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
家
族

ぐ
る
み
で
仲
良
く
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 

外来診察予定表  ◆ ◆ 

中　川 

伊　藤 

宮   　 

小久保 
（不定期） 

田　中 
14時～17時 

山　添 

中　川 

宮   　 

 

  畑田（大森） 
9時～17時 

第1・3 角田 
第2 田川 
第4・5 宮　 

第1・3・5 小泉 
第2・4　 山添 

勤労者外来 
第1　　塚本 
第3　　宮　 

牧　野 

小久保 

第２･4   塚本 

荒　木 
13時～17時 

中　川 

宮   　 

 

  畑田（大森） 
9時～17時 

波部 
10時～11時30分 

宮   　 

瀬　口 

 

 

加　藤 
8時～12時 

 

 

 

 

内 科 初 診  

再診1(予約) 

再診2(予約) 

神 経 内 科  

外 　 　 科  

整 形 外 科  

皮 膚 科 

着
任
の
あ
い
さ
つ

内
科
医
師

中
川

な
か
が
わ

十
夢
と

む

５月20日（金）午前11時から（昼食付）

付き添いの方にも、500円で昼食をお出しできます。
お気軽にご参加ください。

（申込み締切　5月13日（金）まで）

申込み・問い合わせ先

町立南伊勢病院（管理栄養士）10599-66-0011
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◇南伊勢高校南勢校舎第５回卒業式挙行！
３月１日（火）体育館において南伊勢高校南勢校舎第５回卒業証書授

与式が挙行されました。男子44名、女子16名、計60名の第５期生は、

一人ひとり卒業証書を学校長から授与されました。さなざまな思い出が

走馬燈のように浮かび、胸が一杯になったことと思います。卒業生代表

の羽根康陽君の高校生活の思い出や両親・

先生への感謝の気持ち、今後の決意が述べ

られました。厳粛な雰囲気の中、卒業生の

母校への思いが伝わり、とても心に残る卒

業式となりました。

＊卒業制作　～花台～
卒業したＡコースの生徒が卒業制作として花台を作ってくれました。この花台は南伊勢

高校南勢校舎の職員玄関に飾ってあります。職員玄関が暖かい雰囲気になりました。機会

がありましたらご覧下さい。

◇企業見学・体験型進路ガイダンス
３月17日（木）２年生は、鳥羽シーサイドホテル株式会社とシンフォニア

テクノロジー(株)伊勢製作所に企業視察研修を行いました。この企業見学は、

職業・勤労に対する現実的な理解・認識を深め自らの将来設計や進路計画を考

える機会とすることが目的です。今回の企業

見学を通して、一人一人が真剣に考える良い

きっかけになったのではないでしょうか。１

年生は５・６限に体験型進路ガイダンスを実

施しました。生徒の職業観の育成と進路選択

に役立てるために、職業体験を中心にした授業を大学・専門学校などから招い

た講師により毎年度行っているものです。今年度は調理、美容など10分野の

職業があり、生徒たちはそれぞれの分野で実際に体験しました。

◇離任式
３月25日（金）、今回の人事異動で転退職される先生方の離任式が行われまし

た。退職される戸川先生をはじめ、総勢９名の先生が転退職されました。先生方

は本校舎での思い出や在校生への励ましの言葉を述べ、生徒からの花束を手に南

勢校舎を後にしました。

南勢校舎図書館

☆ケーブルテレビ・ホームページにて南勢校舎図書館の活動を
紹介しています。

〔開放時間帯〕 ◎13:00-17:00 ○15:40-17:00

△09:00-17:00 ×開放日でない

開館日は会議等で変更することがあります。ご了承ください。

http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm

５月 の た よ り（Ｍａｙ）
『５月生まれの作家』 本居宣長（1730.5.7～1801.9.29）本名　栄貞

江戸時代の国学者。松阪の生まれ。

代表作　「本居宣長全集」

『季節のことば』 「麦秋」
初夏は麦の採り入れ時。麦にとっての秋。
黄金色に実った麦の穂が、さわやかな風
にわれます。

月 火 水 木 金
2 3 4 5 6
△ × × × △
9 10 11 12 13
△ △ △ △ △
16 17 18 19 20
△ × × × △
23 24 25 26 27
△ △ △ △ △
30 31
△ △

図書館開放予定日　５月カレンダー　※地域の皆様に利用して頂くよう図書館を開放しています。
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定
　
員

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

受
講
資
格

満
18
歳
以
上
の
者

申
込
み
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
受
講
料
・

写
真
２
枚
（
2.5
㎝
×
3.5
㎝
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

1
０
５
９
６-

２
３-

５
５
３
５

平
成
23
年
度
９
月
に
採
用
予
定

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

採
用
予
定
人
員
　
　

看
護
職
員
　
２
人
程
度

受
験
資
格

（1）
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
採
用
時
60
歳
未

満
の
人
（
定
年
60
歳
）

（2）
組
合
施
設
に
通
勤
可
能
な
人

・
志
摩
養
護
老
人
ホ
ー
ム

花
園
寮
（
阿
児
町
）

・
志
摩
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

才
庭
寮
（
阿
児
町
）

・
志
摩
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
も
や
ま
苑
（
大
王
町
）

・
志
摩
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
阿
児
町
）

（3）
資
格
要
件
　

看
護
師
も
し
く
は

准
看
護
師
資
格

試
験
内
容

作
文
試
験
、
面
接
試
験

申
込
み
受
付
期
間

５
月
２
日
（
月
）
か
ら

５
月
27
日
（
金
）
ま
で

試
験
日

６
月
26
日
（
日
）

◆
申
込
み
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

志
摩
広
域
行
政
組
合
事
務
局

1
０
５
９
９-

４
３-

２
１
１
２

食
品
表
示
１
１
０
番
は
、
「
間

違
っ
た
表
示
の
食
品
が
販
売
さ
れ

て
い
た
」
「
食
品
を
販
売
す
る
の

に
表
示
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
な

ど
食
品
表
示
に
関
す
る
情
報
提
供

や
お
問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
た
め

の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

食
品
表
示
１
１
０
番
　

問
い
合
わ
せ
先

三
重
農
政
事
務
所

表
示
・
規
格
課

1
０
５
９-

２
２
９-

４
３
０
０

お
知
ら
せ
広
場

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
、

「
平
清
盛
」
ゆ
か
り
の
地
は
県
内

に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
講
演
会
で
大
河
ド
ラ
マ
の

裏
話
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
ロ
マ
ン
に
盛
り

上
が
り
ま
せ
ん
か
！

と
　
き

５
月
29
日
（
日
）

13
時
30
分
開
始

と
こ
ろ

伊
勢
商
工
会
議
所

５
階
　
大
ホ
ー
ル

講
　
師

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

磯
　
智
明
　
氏

定
　
員

先
着
１
５
０
名

申
込
み
期
限

５
月
25
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
勢
市
観
光
企
画
課

1
０
５
９
６-

２
１-

５
５
６
５

市
立
伊
勢
総
合
病
院
で
は
、
６

月
１
日
か
ら
内
科
の
「
紹
介
外
来

制
」
を
実
施
し
ま
す
。
内
科
を
初

心
の
病
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

話
し
相
手
が
欲
し
い
方
、
昼
間
行

く
場
所
が
な
い
方
、
お
気
軽
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と

き
５
月
26
日
（
木
）

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う
　

２
階
会
議
室

※
５
月
は
南
勢
地
区
は

お
休
み
で
す

対
　
象

地
域
に
お
住
ま
い
の
精
神
障
が

い
者
の
方

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
ふ
る
さ
と
会

1
０
５
９
６-

２
０-

８
２
０
４

診
、
も
し
く
は
予
約
券
な
し
で
受

診
さ
れ
る
際
は
、
他
の
医
療
機
関

の
紹
介
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

初
診
の
場
合
は
、
ま
ず
か
か
り
つ

け
医
（
開
業
医
）
な
ど
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
専
門
的
な
検
査
・

入
院
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、

市
立
伊
勢
総
合
病
院
を
受
診
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
維
持

し
病
院
と
診
療
所
の
連
携
を
よ
り

一
層
進
め
て
い
く
た
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
立
伊
勢
総
合
病
院
　
医
療
事
務
課

1
０
５
９
６-

２
３-

５
１
１
１

つ
り
上
げ
荷
重
１
ｔ
以
上
５
ｔ

未
満
の
移
動
式
ク
レ
ー
ン
の
運
転

業
務
に
必
要
な
「
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

６
月
９
日
（
木
）
か
ら

６
月
11
日
（
土
）
ま
で

と
こ
ろ

学
科
　
三
重
建
労
伊
勢
支
部

第
二
会
館

実
技
　
コ
マ
ツ
建
販
（
株
）

受
講
料

１
８，

５
０
０
円

志
摩
広
域
行
政
組
合

職
員
募
集

心
の
サ
ロ
ン
「
ほ
の
ぼ
の
」

特
別
講
演
会
の
ご
案
内

市
立
伊
勢
総
合
病
院

か
ら
の
お
知
ら
せ

受
講
生
募
集

食
品
表
示
１
１
０
番
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平成23年5月

春
の
合
同
展
示
会
開
催

４
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ん
と
う

で
南
伊
勢
町
文
化
協
会
南
島
支

部
の
主
催
に
よ
る
、
毎
年
恒
例

の
春
の
合
同
展
示
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
会
に
は
、
文
化

協
会
南
勢
支
部
の
メ
ン
バ
ー
ら

に
よ
る
出
展
も
行
わ
れ
、
山
野

草
を
始
め
、
写
真
、
古
木
株
な

ど
、
約
１
７
０
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
会
場
に
は
募
金
箱

が
設
置
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災

へ
の
義
援
金
が
募
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
会
場
で
は
、
茶
道
ク
ラ

ブ
に
よ
る
お
茶
会
な
ど
も
催
さ

れ
、
来
場
者
ら
は
、
作
品
を
鑑

賞
す
る
と
と
も
に
、
会
場
の
雰

囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
み
よ
う
！

〜
み
な
み
い
せ
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
〜

３
月
27
日
、
南
勢
中
学
校
で

「
み
な
み
い
せ
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト

わ
く
わ
く
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー

の
教
室
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ

ー
、
剣
道
、
太
極
拳
な
ど
13
種
類

の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
練
習
や
ゲ
ー

ム
が
楽
し
く
体
験
で
き
る
と
あ
っ

て
、
参
加
者
ら
は
自
分
の
や
っ
て

み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
や
得
意
な
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

答
申
書
を
提
出

３
月
17
日
、
各
小
学
校
長
、
保

護
者
代
表
、
区
長
ら
で
組
織
さ
れ

る
、
「
五
ヶ
所
小
学
校
・
穂
原
小

学
校
・
宿
田
曽
小
学
校
・
南
海
小

学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
」
の
田

畑
紀
実
会
長
よ
り
、
小
山
町
長
に

答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
書
の
内
容
は
、
同
検
討
委

員
会
が
、
４
小
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
審
議
・
検
討
を
重
ね
て
き

た
結
果
、
『
教
育
効
果
を
第
一
に

考
え
、
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
』
と
す
る
も
の
で
、
答
申
書
を

受
け
取
っ
た
町
長
は
、
「
新
た
に

組
織
を
立
ち
上
げ
て
、
統
合
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
た
に
５
商
品
が
　

南
伊
勢
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

３
月
31
日
、
役
場
（
南
勢
庁
舎
）

で
第
４
回
南
伊
勢
ブ
ラ
ン
ド
認
定

証
授
与
式
が
行
わ
れ
、
５
事
業
者

に
小
山
町
長
認
定
証
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
認
定
に
よ
り
、

南
伊
勢
ブ
ラ
ン
ド
商
品
は
19
商
品

と
な
り
ま
し
た
。

認
定
商
品
お
よ
び
認
定
事
業
者

●
デ
コ
タ
ン農

事
組
合
法
人
土
実
樹

●
マ
ン
ボ
ウ
の
ひ
も
の

三
五
七
や

●
シ
イ
ラ
の
干
物

干
物
の
山
眞

●
五
ヶ
所
小
梅

Ｊ
Ａ
伊
勢
梅
部
会

●
お
炭
付
き
鯛株

式
会
社
南
勢
水
産

地
域
防
災
の
要

消
防
団
入
退
団
式

４
月
17
日
、
役
場
南
勢
庁
舎
で
、

南
伊
勢
町
消
防
団
の
入
退
団
式
・

新
幹
部
就
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
長
か
ら
辞
令
を
交
付
さ

れ
た
新
入
団
員
ら
は
、
町
民
の
命

と
財
産
を
守
る
と
い
う
自
ら
の
使

命
の
大
き
さ
に
、
身
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
退
団
者
へ
は
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
、
長
年
の
活
動
に
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

消
防
団
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
は
、

普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
仕
事
に
就

か
れ
て
い
ま
す
が
、
有
事
の
際
に

は
団
結
し
、
火
事
だ
け
で
な
く
、

災
害
な
ど
か
ら
町
を
守
る
地
域
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

剣道体験
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CALENDAR 
2011

5

日 

1 

8 

15 

22 

29

月 

2 

9 

16 

23 

30

火 

3 

10 

17 

24 

31

水 

4 

11 

18 

25

木 

5 

12 

19 

26

金 

6 

13 

20 

27

土 

7 

14 

21 

28

※乳がん（エコー）検診は10月30日（日）、11月13日（日）のみ 

※医療機関での子宮頸がん検診は6月～12月実施の予定です。年齢は20歳以上で、自己負担金は1,400円です。（対象は平成4年3月
31日以前の生まれの方）（くわしくは6月号広報に掲載します。） 
※生活保護世帯と75歳以上（昭和12年3月31日以前の生まれ）の方は無料となります。 
※今年度の集団検診の日程は生活カレンダーと区に依頼しました回覧に掲載してあります。なお、集団検診については4/18日（月）
～5/31（火）までに電話にて下記へお申込みください。 

乳幼児健康相談 

1歳6ヶ月・ 

3歳6ヶ月児健診 
19日（木）

 

 

26日（木） 

31日（火） 

12：30～13：00 
 

10：00～11：30 

9：30～11：30　 

ふれあいセンターなんとう 
 

ふれあいセンターなんとう 

役場南勢庁舎 

1歳6ヶ月児対象：平成21年9月1日～10月31日生まれ 

3歳6ヶ月児対象：平成19年9月1日～10月31日生まれ 

乳幼児 

(主な対象者は、5・7･12･24ヶ月のお子さんです。） 

乳幼児関係 

事　業 5月 受付時間 実施場所 対象者 

成人健康相談 

胃がん検診 

子宮頸がん 

・乳がん 

（マンモグラフィ） 

検診 

こころの健康相談 

26日（木） 

31日（火） 

 
27日（金）

 

12日（木）
 

 
18日（水）

 

 
20日（金）

 

24日（火） 
 

25日（水） 

13：00～14：00 

13：00～14：00 

 
13：00～15：00

 

7：00～ 7：50 

8：30～ 9：10 

7：00～ 8：00 

8：50～ 9：10 

7：00～ 7：30 

8：10～ 9：15 

7：00～ 9：00 

7：00～ 7：45 

8：15～ 9：00

ふれあいセンターなんとう 

役場南勢庁舎 

 
伊勢庁舎（ヘルスサポート室）

 

相賀浦高齢者センター 

礫浦漁民センター 

迫間浦老人クラブ 

斎田多目的集会施設 

伊勢路多目的集会施設 

切原コミュニティセンター 

田曽浦海楽園 

船越公民館 

中津浜浦漁村センター 

成人健康相談をご希望の方は、福祉課健康増進係 

（0599-66-1114）までご予約をお願いします。 

※予約制となっていますので、伊勢保健福祉事務所 

　地域保健課（0596-27-5148）までお電話ください。 

20歳以上 

（平成4年3月31日以前の生まれ）の方 

 

成人関係 

事　業 5月 受付時間 実施場所 備　考 

検診日 受付時間《子宮頸がん》 受付時間《乳がん（マンモグラフィ）》 実施場所 

 
12日（木）

 
 

17日（火）
 

 
23日（月） 

27日（金） 

10：00～11：00 

13：00～14：00 

10：00～11：00 

13：00～14：00 

13：00～13：30 

14：30～15：00 

10：00～11：00 

13：00～14：00

 

13：00～14：00 

 

13：00～14：00 

13：00～13：30 

14：30～15：00 

 

13：00～14：00

宿浦区民センター
 

 

田曽浦海楽苑 
 

迫間浦コミュニティセンター 

相賀浦高齢者センター 

宿浦区民センター 

田曽浦海楽苑 

福祉課事業

問い合わせ先 福祉課（健康増進係）10599-66-1114

申込み・問い合わせ先 福祉課（健康増進係）10599-66-1114
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平成23年5月

南伊勢町朗読ボランティア「さえずり会」「なぎさ会」では、「広報みなみいせ」をカセットテープに音訳し、目の不自由な方

や高齢者のみなさんに聞いていただいています。

テープの必要な方は、南伊勢町社会福祉協議会までご連絡ください。10599-66-1211

子育て支援事業
問い合わせ先 1 0596-72-1014 (子育て支援センター)

1 0599-66-0015 (南勢サロン)

事 　業 5月 時　間 実施場所 

愛洲の里(五ヶ所) 

南勢サロン 

子育て支援センター 

南勢サロン 

宿シルバーセンター 

子育て支援センター 

南勢サロン 

子育て支援センター 

浮島パーク(道方)

10：00～11：30 

10：00～11：30 

10：30～11：00 
 

10：00～11：30 

10：30～11：30 

10：30～11：30 

10：30～11：30 

10：30～11：30

11日（水） 

25日（水） 

17日（火） 

18日（水） 

20日（金） 

16日（月） 

27日（金） 

12日（木） 

24日（火） 

お散歩 

元気に遊ぼう・誕生会 

いっしょにあそぼう1.2.3.♪ 

春のお散歩 

 
絵本の読み聞かせ会

 

出前広場 

健康講座（3B体操） 

親子 
ふれあい 
広場 

ドルフィン 
クラブ 

戸籍の窓  

うぶごえ
山本　蒼依

あおい

（洋人）宿浦

田中　大樹
だいき

（真人）古和浦

三浦　　澪
みお

（裕） 五ヶ所浦

おくやみ
山川　由紀子（57）古和浦

（1月届出分）

仲西　もとへ（95）切原

垣外　良巳　（81）切原

粉川　秀男　（92）方座浦

新谷　俊治　（94）相賀浦

里中　美知子（63）大方竈

千原　　俊　（86）古和浦

小山　習三　（80）神前浦

大野　日出雄（84）贄浦

大野　喜昌　（74）贄浦

松本　 みゑ（95）村山

森　　りん子（68）阿曽浦

大河内　幸雄（83）船越

（掲載の同意を得た方）

（３月届出分／敬称略）

▼とき・ところ
５月12日（木）受付：10時～10時45分
ふれあいセンターなんとう

５月26日（木）受付：10時～10時45分
町民文化会館

運転免許証更新のお知らせ

お知らせハガキに指定された場所で更新の手続きをお願いします。

①お知らせハガキ　②運転免許証

③手数料　④写真（3㎝×2.4㎝）

更新手続きに必要なもの

●くわしくは 伊勢警察署（10596-20-0110）
環　境　課（10599-66-1154）

◆ 掲載を希望される方は、届出時に
窓口でお申し出ください。
また、町外へ届出され、掲載を希

望される方もご連絡ください。
（行政経営課10599-66-1366）

消費生活相談 問い合わせ先 観光商工課（商工労働係）1 0599-66-1501

相談日 時　間 場　　所 

役場　南島庁舎 

役場　南勢庁舎 

10：00～12：00  

14：00～16：00 
18日（水） 

商品購入やサービスの利用など
のトラブルや困ったこと、知り
たいことなどお気軽にご相談く
ださい。（秘密厳守） 

※上記時間内であれば、電話での相談も受付けます。

予約先　南伊勢町地域包括支援センター（社協内）1 0599-66-1211

予約先　三重済美学院「ブレス」1 0596-20-6525 ／福祉課 1 0599-66-1114

11日(水） 
役場や支援センターに来る 

ことができない高齢者の方 

事　業 5月 

宿田曽地区 

実施地区 対象者 

障がい者（児） 

巡回相談 

高齢者巡回相談 

12日(木） 

26日(木） 
10：00～16：00

役場　南勢庁舎 

役場　南島庁舎 

事　業 5月 時　間 実施場所 

巡回相談（無料・要予約）

運動の重点

・子どもと高齢者の交通事

故防止

・自転車の安全利用の推進

・全ての座席とチャイルドシ

ートの正しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

5月11日（水）～5月20日（金）
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広報

鯛は「めでたい」という言葉にかけてお祝いの席には欠かせな

い魚です。脂肪分が少なく、典型的な白身魚ですが、うまみ成分

を多く含んでいるので、独特の美味しさがあります。その他、ビ

タミンやミネラルなども含まれています。

・鯛 200g
・酢 大2

Ａ　・しょうゆ 大2
・塩 少々

・細ねぎ 4本
・酢 大1・1/2
・青じそ 6枚
・いりごま 大2
・長ねぎ 20cm

材　料　４人分

作り方

①　鯛はそぎ切りにして、ボウルに入れる。合わせたＡを加えて軽く混ぜ、ラップをして冷蔵庫で５̃６
分おく。

②　細ねぎは小口切りにし、青じそは粗くちぎる。
③　①に②といりごまを加えて軽く混ぜ器に盛る。長ねぎを千切りにして散らす。

食生活改善推進協議会では、各地区で「食」を通した健康づくりを広める活動をしています。

その一環として、皆さまの健康を考えるレシピを紹介させていただきます。

いきいき健康レシピいきいき健康レシピ いきいき健康レシピ 
南伊勢町食生活改善推進協議会

◆ 鯛のさっぱり和え ◆

毎月、ふれあいセンターなんとうと町民文化会館で健康レシピの教室を開催しています。ぜひ、ご参加ください。

詳しくは、福祉課（10599-66-1114）まで

南伊勢ブランド認定商品
紹介コーナー

真鯛の給餌飼料に竹炭粉末を配合するこ

とにより、余分な脂分が抑えられ、身の締

まりが良く、その身は透明感があり、魚臭

さが少ない真鯛です。また「南勢水産のお

炭付き鯛」として商標登録。さらに生産情

報公表養殖魚JASにも認定されています。

お炭付き鯛商品名

橋本
はしもと

晏奈
あん な

ちゃん（平成21年10月生まれ）

いつも元気で、ニコニコ笑顔の橋本家の長女、晏奈

です。

私の「大好き」はリズムに合わせて踊ること。お父

さんとのお風呂。お外で遊ぶことです。毎日の楽しみ

は「と・と」って言いながら市場の魚を見に行くこと

です。魚がいると大興奮しているよ。

お外で見かけたら声をかけてね。

阿曽浦（ご両親は、和長さん・美紀さん）

一人あたり145キロカロリー｛


